
令和７年度　介護職員処遇改善加算等に関する説明　（白壽会）

1、 算定する加算

☆ 令和７年度  加算Ⅰを取得し、支給額を継続する

令和7年度　正規職員は基本給+職務手当等でアップ、パート職員は時給アップ
　　　　　　　　　　　　

以下の加算は継続しています。

① 平成21年より行われた改善加算全て継続

基本給増額、職務手当支給、資格手当増額、夜勤手当増額、会議手当、

交代勤務手当、職務手当増額

② 特定処遇改善加算　 （注）職員数は常勤換算する。

a、 経験・技能のある介護職員（33名）　　

　　　
介護福祉士の資格を有し、当法人にて勤続10年以上の正規介護職員をいう。

b、 他の介護職員
①介護福祉士の資格を有し、当法人にて勤続5～９年の正規介護職員（15名）

　
②介護福祉士の資格を有し、当法人にて勤続5年未満の正規介護職員（13名）

③介護福祉士の資格を有し、当法人に勤務するパート介護職員（12.25名）

④介護福祉士でない介護職員（50歳未満かつ週40時間勤務）（8名）

⑤介護福祉士でない介護職員（50歳以上または週40時間未満）（6.35名）

・配分方法　配分Ⅱ（aとｂのグループで配分）を採用する。

③ ベースアップ等支援加算 ※短時間パートを除く
介護職員6,000円/月、他職員3,000円/月　（常勤換算）既存手当に加算して支給　

主任手当,リーダー手当増額、夜間待機手当増額

2、 賃金改善実施期間　

令和7年4月から翌年3月まで、給与支給時に支給する。

　　 次年度以降において、内容に変更なければ継続する。

　　

a>2ｂ

令和6年5月まで

①処遇改善加算 加算Ⅰ

②特定処遇改善加算 加算Ⅰ

③ベースアップ等加算 継続

④処遇改善支援補助金 R6.2～

令和7年度 継続

介護職員等処遇改善加算Ⅰ

通所介護介護報酬の9.2％、

特養・短期介護報酬の14.0％

令和6年6月

まとめる
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3、 賃金改善実施方法

対象職員は4月分より支給する。（5月支払にて支給）、Ｒ6年度途中採用者は採用月より適応。

　　　　上記②③は「職務手当」の一部として支給、給与明細は「職務（特処分）」と記載。

パート職員は労働条件通知書の契約時間より1か月分を算定し定額「職務（特処分）」で支給する。

　　 概算による配分案にて支給を行うが、営業成績等で変動があった場合は配分額の変更を行うことがある。

年度末に仮集計し、配分不足や配分割合不整合が生じた場合は必要に応じ加減調整を行う。

4、 介護職員処遇改善加算等の算定要件一部抜粋依

加算取得のために以下の取組を実施しています。ご協力をお願いします。

① キャリアパス要件Ⅰ　

介護職員の任用要件・賃金体系が整備されていること→キャリアパスシート参照

② キャリアパス要件Ⅱ　

・介護職員の資質向上のための研修の機会の提供、能力評価の実施

・介護職員の資格取得の支援

③ キャリアパス要件Ⅲ　

・経験・資格に応じて昇給する仕組み

・人事評価等の結果に基づき昇給する仕組み

④ キャリアパス要件Ⅳ　

・経験・技能のある介護職員のうち1人以上は賃金の見込額が年額440万円以上

⑤ キャリアパス要件Ⅴ　

サービス類型ごとに一定以上の介護福祉士を配置していること

⑥ 職場環境要件

・転職者等にこだわらない幅広い採用の仕組み

・資格取得の支援

・職員の事情に応じた勤務シフトの導入

・事故・トラブルへの対応マニュアル作成

・生産性向上委員会の設置

・業務手順書の作成

・介護ソフト・情報端末の導入

・利用者本位のケア方針などを定期的に学ぶ機会の提供

5、 R7年介護人材確保・職場環境改善等加算について

「現場の課題の見える化」または「業務改善活動の体制構築」に関する取組を実施するための

費用に充当することが目的です。

どのように職員へ還元していくか使途検討中です。
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